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Ⅲ　千葉県水道局環境保全計画

千葉県水道局環境保全計画実施状況一覧表

針
方
本
基 施策

の
方向

取組事項 平成22年度までの目標 平成22年度の計画 平成22年度の実績、
取り組み状況

基準年の値
（水道局の値）

※１

評 
価 5年間の総括

2　

応
対
の
へ
題
問
化
暖
温
球
地

⑷　

①太陽光発電設備の導入
ちば野菊の里浄水場ポンプ
棟屋上に太陽光パネルを設
置し、稼働する。

ちば野菊の里浄水場の太陽
光発電設備を継続運転し、
購入電力の削減をする。

年間7万2千kＷhの発電がで
き、購入電力が削減できた。 － a

）９※（電発力水ロクイマ ②
設備の導入

平成19年度に幕張給水場・
妙典給水場にマイクロ水力
発電設備を設置する。

マイクロ水力発電機を稼働
し、環境負荷のある購入電
力（全浄給水場の年間購入電
力の1.5％に相当する240万
kWh以上）を削減する。

－ a

３　

善
改
な
的
続
継
の
策
対
全
保
境
環

⑸　

①環境報告書の作成 毎年度作成し、広く公表す
る。

環境報告書を作成、公表す
る。

環境報告書を作成し、水道
事務所、県民センター、給
水区域内の図書館等に配布
するとともに、ホームペー
ジに掲載した。

－ a

る係にみ組り取のへ境環 ②
広報の実施

水道局ホームページや県水
だよりなどを活用して当局
の環境への取り組みについ
て積極的に広報する。

環境報告書をホームページ
に掲載する。また、県水だ
よりに環境報告書のお知ら
せを掲載する。

環境報告書をホームページ
に掲載し、県水だよりに主
な内容、配布・閲覧場所等
を掲載した。

－ a

4　

守
遵
の
等
制
規
法
連
関
境
環

⑹　

理
管
正
適
の
等
品
薬
る
け
お
に
ど
な
場
水
浄

①浄水薬品の事故発生ゼロ 浄水薬品に関する事故発生
をゼロにする。

塩素漏洩処置訓練の実施、
浄水薬品の適正な管理

塩素漏洩処置訓練を各浄水
場において年4回行った。 －  a

ナ酸素塩亜次の素塩体液 ②
トリウム（※10）への変更

栗山浄水場において、平成
19～ 20年度に次亜塩素酸
注入設備を設置し、平成21
年度から液体塩素に代えて
次亜塩素酸ナトリウムを使
用する

－ － － a

③PCB（※11）の適正管理

千葉県が策定する千葉県
PCB処分計画に基づき、
PCB処分業者へ委託し適正
に処分するまで、適正に保
管する。（平成23年頃から
処理開始予定）

ＰＣＢ廃棄物を適正に保管
する。

電気設備の更新等で新たに
発生した微量ＰＣＢ含有機
器についても適正に保管し
た。

－ a

正適の）21※（スガンロフ ④
管理

設備更新に併せてフロンガ
ス使用設備は、フロンガス
不使用機器に交換するとと
もに、撤去の際は適正な回
収管理を行う。

フロンガス使用設備の設備
更新時にフロンガス不使用
機器への交換、撤去時の適
正な回収管理

左記のとおりフロンガスの
適正管理を行った。 － a

正適の）31※（スガンロハ ⑤
管理

設備更新に併せてハロンガ
ス消火設備は、ハロンガス
不使用機器に交換するとと
もに、廃棄の際は適正な回
収を行う。

ハロンガス使用設備の設備
更新時にハロンガス不使用
機器への交換、廃棄時の適
正な回収

左記のとおりハロンガスの
適正管理を行った。 － a

※９　マイクロ水力発電 水が流入する際の水圧・水流のエネルギーを利用して発電する、小規模な水力発電設備です
合場たし洩漏に時害災、にもととるす保確を全安の者事従、で易容がい扱り取べ比に素塩体液い強が性毒。すまし用使に毒消の水道水くじ同と素塩  ムウリトナ酸素塩亜次　01※

の二次災害を防ぐことができます。
※11　PCB廃棄物 含をBCP。すまいてれさ止禁が造製は在現、く高が性毒、がすで質物たきてれさ用使く広にどな器機気電、りあが徴特のどな性燃不、性縁絶はBCP 

んだ廃棄物を保管する事業者は保管状況の届出と、平成28年までに適正に処分することが法律で義務付けられています。
※12　フロンガス 冷の用務業。すまいてれさ摘指がとこるなと因原の化暖温球地、し壊破を層ンゾオ、がたしまきてれさ用使てしと媒冷のンコアエや庫蔵冷はンロフ 

凍空調機器には、家庭用とくらべ大量のフロンが使われており、機器の廃棄に伴ってフロンが大気中に放出されないよう、廃棄時の適正なフロン回
収が法律で義務付けられています。

※13　ハロンガス さ廃全は産生のスガンロハのてしと用火消、らかとこるあが質性るす壊破を層ンゾオ、くじ同とンロフ、がたしまいてれわ使に器機火消・備設火消 
れています。

  水道局独自の取組事項
  千葉県環境マネジメントシステムに基づく取組事項

 評価区分 ａ･･･目標を達成した。

  ｂ･･･目標を概ね達成した。（達成率80％以上。）
  ｃ･･･目標を達成できなかった。（達成率80％未満。）

ちば野菊の里浄水場に太陽光
発電設備を導入する目標は達成
した。今後は、他の施設について
も、施設更新の時期に合わせて、
発電パネルの設置を推進する。
幕張給水場及び妙典給水場に、
マイクロ水力発電を導入する目
標は達成した。今後は、他の給水
場についてもマイクロ水力発電
設備設置可能性を検討し、実現
可能なものから実施する。

塩素漏洩処置訓練及び浄水
薬品の適正な管理は計画どお
り実施し、浄水薬品による事故
を防止することができた。今後
も浄水薬品による事故防止に
努める。

平成20年度に次亜塩素酸注
入設備工事を実施し、平成21
年度から次亜塩素酸ナトリウム
の使用を開始した。

各年度新たに発生したPCB含
有機器については適正な保管
が行われ、目標は達成された。
処分開始が決まるまで、適正保
管を継続する。

フロンガス使用機器の適正な
管理が行われ、フロン漏洩な
どの事故もなく目標を達成でき
た。来年度よりフロンガス使用
設備の更新が多くなるので、適
正回収に努める。
ハロンガス使用機器の適正な
管理が行われ、ハロン漏洩な
どの事故もなく目標を達成でき
た。来年度よりハロンガス使用
設備の更新が多くなるので、適
正回収に努める。

千葉県水道局の環境保全対
策について、環境報告書を毎
年度作成し公表する目標を達
成した。

千葉県水道局の環境保全対
策について、ホームページで環
境報告書を掲載し、公表する目
標を達成した。

幕張給水場と妙典給水場合
わせて、年間合計で目標を上
回る308万kWhを発電した


